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1. はじめに 

テーパーガラス毛細管に入射した 2MeV の高速 He
+イオンビームが，大きなエネルギー損失なく 1

万倍近いフルエンス率に集束した状態で透過する現象が報告され[1]，大きな注目を浴びている．一方，

数十 keV 程度の低速多価イオンビームの帯電現象によるイオンビームガイド効果[2]にも注目が集まって

いる．両者は共に応用面で注目されているが，その詳細はまだ明らかになっていない．その主な原因は，

イオン－固体表面相互作用が「テーパーガラス毛細管の内壁」という外部から制御しづらい領域で起こっ

ていることにある．そこで我々は，この物理過程を明らかにするため，表面状態や入射条件を制御しやす

い一対の凹凸ガラス円筒レンズによる実験を試み，4MeV-C
+イオンの結果を既に論文発表した[3]． 本

講演では，同じエネルギーで価数だけ異なる 4MeV-C
4+イオンの結果を報告する． 

2．実験 

曲率半径 155.7 mm奥行き 20 mmの凹凸ガラス円筒光学レンズを 1.2 mmの間隔で対向した曲面間チ

ャネル[3]に，直径 1 mmの 4MeV-C
4+イオンを入射したときの透過イオンを表面障壁型 Si検出器で検出

した。イオンビーム軸に対する曲面間チャネルのチルト角を θ，透過イオンの観測角を φ とした．実験は原

子力研究開発機構高崎量子応用研究所の 3 MV タンデム加速器を用いて行った。 

 

3. 結果 

図 1に透過イオン強度の観測角(φ)依存性

を示す。チルト角(θ)の増加に伴い最大強度

は減少したが，幾何学的には透過できない

はずの±3°のチルト角でも 20～23%の透過

率が観測された．チルト角を変えても分布の

中心はほぼ φ = 0°で変化しなかったが，その

形状については平坦部分の角度領域が広が

っていった．さらに， −3° ≤ θ ≤ +3°に渡るチ

ルト角範囲で顕著なエネルギー損失がな

いことも分かった．  
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図 1ガラス面間チャネルに入射した C
4+

 (4 MeV)イオ

ンの透過強度の観測角(φ)依存性 
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